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遷
へ

ヾ

･
モ･三

題
で 本 は も お 襲 っ 初 春

+

第

β花

木

村

粂

一

あ

ろ

う
｡

明

治

十

九

年
僅
か

十

六

歳
に

し

て

高
等
商

業

畢
校
に

入

畢
さ

れ

挺

博
士

は
､
･

故
あ

つ

て

二

十

二

年
中
退

､

直

ち
に

せ

界
の

商

業
の

都
ア

ン

ト

ワ

ー

プ

に

留
畢

､

.

高
等
商

菜
を

優

等
の

成
繚
で

卒
業

､

リ

サ

ン

シ

エ

ー
･

ア

シ
･

シ

ャ

ン

ス

･

コ

ン

■
メ

ル

シ

ャ

ル

の

稀

兢

を

得
､

更
に

ド

イ

ツ

に

尊
ぼ

れ

た
｡

二

十

六

年
春

辟
朝
す

る

ヤ

否

や

高
等
商
■

業
の

教

授
と

し
て

教

壇
に

立
た

れ
､

二

十
八

年
帝
国
海

上
の

副
支

配
人
と

な

ち

れ

た

後
も

講
師
と

し

て
､

爾
来

大

正

十

年

に

至
る

長
き

に

亙
っ

て
､

保
険

･

海

道
の

講
義
む

接
骨
さ

れ

た
｡

こ

う

し
て

明

治
二

十

六

年
･
〓

入

九
三

年
)

､

す
な

わ

ち

今
を

遡

る

六

十
二

年
前

､

正

に
.
わ

が

国
に

湧

け
る

最
初
の

海
上

保
険

･

火

災

保

険
な

る

串
間
が

へ

村

漱
博
士
に

㌃
っ

て
一

橋
に

展
開

さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

勿

論
､

海
上

保

険
に

関
す
る

知

識
は

早
く
か

ら

講
じ

ら
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U7

ミー葛

】

稀

薄

羊

孝
三

十
四

番

偉

呵
幼

の

後
､

其
平

生

薙
著
す
る

帝
を

襲
表
し

､

畢
界
々

動
か

す
べ

き

時

期
あ

か

べ

き

を

信
じ
て

疑
ほ

ず
､

之
を

盲
今

東
西
の

歴

史
た

徹
す

る

も

碩

皐
鴻
庸

一

世
を

傾
倒
す
る

単
著
は
か

1

る

眞
蟄
敬
虔
の

人

よ
り

出
づ

る

を

例
と

し
､

決
し
て

浮
牽
軽
焼
小

智
を

弄
し
､

■
巧

に

(

4
)

静
る
■の

徒
よ
り

出
づ

有

事
な

し
+

と
｡

然
り

｡

博
士
の

筏
後
知

友

門
弟
相

寄
り
十

博
士

の

海
上

保
険

･

火

焚
陳

瞼
･

共
同

溝
損
三

講

義
要

領
を
こ

巻
千

教
官

真
に

収

め

た

｢

村
.
澱

保

険
金

集
+

人
丸

正

十
五

年
)

ほ

常
時
洛
陽
の

紙
償
を

高
め
た

の

み

な

ら

ず
､

そ

の

慣

値
は

､

歴

史
的
以

上
の

も
の

と

し
て

今

伺
生

き

て

い
.
る

､

の

で

あ

る
｡

悼
む
ら

く
は

博
士

多

年
に

亙
っ

た

宿
癖
容

易
に

癒
え

ず
､

加

･

γ

る

に

英
数

一

貫
巻
以
上

に

達
し

年
内

外

古
今
の

典
籍
は

大
震
災

七

億
し
て

奉
げ
て

烏
有
に

辟
し

､

翌

十

三

年

債
か

五

十
四

歳
に

し

て

敵
意
長
逝
さ

れ

た
｡

博
士
の

天

折
は

勿
論

わ

が

畢
界
に

と
っ

て

の

一

大
痛
恨
事
に

ほ

相

違
な

か

ゥ

た

が
､

博
士
の

蒔
か

れ

た

種
子

は
あ

ら

ゆ

る

風
セ

の

っ

て

飛
ん
で

行
き

､

眈
に

多

く
の

後
進

者
達

が

芽
を

出

し

て

い

女
｡

､
｢

海
上

邁
迭
+

の

著
者
窪
川

眞
澄
氏

､

→
ル

下

ル

フ

原
著

･

ヨ

ー
.

ク
･

ア

ン

ー

ワ

ー

プ

規
則
+

の

薄
着
秒

-

人

浅
井
義
昭
氏

､

元

神
戸
商

大

草
長
田

時
候
治

博
士

､

一

橋
大

名

巻
数
授

藤
本

幸
太

郎

博
士
ヽ

元

早
大

講
師
倉
肝

庫
太

氏
､

元

締
戸

商

大

数
授
瀧
谷

善
+

博
士

､

元

横
濱
高
藤

教
授
岩
本
啓
治

氏
+

一

橋
大
畢
講
師

石
田

鮪

六

氏
､

+
■
榛
大

串
教
授
加

藤
由

作
博
士

た

で

は

直
接
博
士
の

曹
咳

に

摸
さ

れ

た

方
で

あ

り
､

′

叉

保
険
尊
者
の

中
に

は

元

大

阪
商

大

数

痩
椎
名

幾
三

郎
氏

､

香

川

大
単
数
授
久

川
武
三

氏
､

山
口

大

草
教

授
石

津
漣
博
士

､

明

治

大

串
教
授
瀬
戸
禰
三

次
氏
な

ど

間
接
に

.
博

士
の

影
響
を

受
け

ら

れ

た

方
が

少

く
な
い

｡

博

士
が

多

忙
の

身
を

顧
み

ず
､

+

橋
で

長
ら

く
教

壇
に

立

た

れ

た

ぼ
か

町

で

ほ

な

く
､

明

大
･

早
大
･

高
等
商

船
な

ど

に

お
.

い

て

自
ら

斯
畢
の

必

要
性
を

カ

詮
さ

れ

た

た

め
に

外
恵
ら

な

い
｡

関
東
大

震

災
は

､

せ
界
に

類
な
き

保
険
専
門

文

庫
､

村
瀞
保
険

文
庫
を

塞
く

焼
失
せ

し

め
.

た
｡

■
マ

ー
■ネ

ス

の
､

あ

る

い

ほ

ド
イ

ツ

保

険
草
食
の

､

あ

る

い

ほ

ウ

ル

ヮ

ヒ

･

ブ

ル

ー

ダ

ス

の

国
際
逢

迭

像

険
協
合
の

文

庫
も
+

古
典
に

閲
し

て

ほ

遠
か

に

及

ぼ
な

か
っ

た

(

5
)

と
叶

わ

れ

る
｡

中

世
以

前
の

海
上

慣
習
港
の

記

録
､

殊
に

パ

ピ

ル

ス

に

書
き

付
け
ら

れ
た

古
の
.

治
療
臥

如
き

は

そ

の

最

た

る

も

の

で
､

博
士

も

加

藤
博
士
に

宛
ら

れ

灯
そ

の

書
簡
の

一

節
に

｢

唯
三

十
五

年
問
の

苦
心

を

息
へ

ぼ

烏
有
に

属
し

候
こ

と

如

何
に

も

餞
念

忙

も

存
､

筆
島
本

は

も

ち

ろ

ん
の

こ

と

印

刷
本

も

轟
版
物

不

砂
､

3 詔



専
門
の

者
に

ほ

又
こ

れ

を

洩
る

の

磯
何

れ

の

時
に

凍
る

べ

き

や
+

と

悲
嘆
し

て

居

ら

れ

る
｡

文

庫
の

焼
失
を

灰
閲
し

た
ワ

ッ

F

ン

の

一

首
寄
店
主

も

ヰ
地

球

を

逆
さ

に

し
て

も
二

度
と

入

手
で

き

な
い

本

が

多
か
っ

た
+

と

長
歌
し

た

と

停
え

ら

れ

る

の

も

博
士

の

雷
蔵

の

一

一
端
を

物
語

っ

て

い

る
｡

し

か

し

佐
野

畢
長

､

藤
本

博
士

な

ど

村
瀬
保
険
金

集

刊
行

合
の

援
助

と
､

昔
時
英
濁
併
に

官

尊
中
の

倉

本
｢

､
加

藤
､

椎
名
三

教
.

授
の

努
力
に

よ
っ

て

村
瀬
文

庫
は

幾
分

嘗

態
に

復
す
る

こ

と

が

で

き
､

今
日
一

橋
大

拳
固
書
館
の

一

隅
を

飾

っ

七
い

る

こ

と

を

附
言
し

て

お

こ

う
｡

一

橋
に

お

け
る

海
上

保
険
論

は

村

瀬
博
士
か

ら

藤
本

幸
太

郎
博

士
に

稚
承
さ

れ

た
｡

そ

れ

は

単
に

瞥
上

保
険
の

講
義
が

藤
本
博
士

に

よ
っ

て

塘
首
さ

れ

た

と
い

う
に

止

ま

ら

な

い
｡

｢

必

ず
し

も

畢

理

に

泥
ま

ず
箕
際
に

偏
せ

ず
+

､

所

謂
村

瀬
保
険
畢
と

辞
さ

れ

る

畢
理

と

賓
理

と

を

兼
ね

た

猫
特
の

研

究
そ

の

も
の

が

藤
本

博
士
に

ょ
.

っ

て

租
速

さ

れ

た
｡

海
上

保

険
の

研

究
は
こ

れ

を

大

別
す
る

と

商

巣

畢
的

研

究
と

迭
律
畢
的
研

究
に

な

る

が
､

博
士
の

も

前
者
の
一

範
噂
に

属
す
る

｡

す
な

わ

ち
､

｢

海
上

保
険
の

脛

痺
論

､

各
国
法

制

の

比

較
研

討
､

保
険
音

際
界
の

慣
習

､

保
険
整
容
の

特
.
約
傑
項
並

汁

.
に

藻
琴
批

判
な

ど
+

極
め

て

済
汎
な

事
項
に

亙
っ

て

論
述
を

試

(

6

)

体

験

革
(

二
)

′

み
ら

れ

る

も
の

で

あ
･つ

て
､

そ

の

畢
風
は

理

論

的
に

し

て
貫
際
的

､

沿
革
的
に

し

て

比

較
的
で

あ

る

と

Y
つ

こ

と
が

で

き

よ

う
｡

.
博
士

の

著
作
｢

委

付
の

性
質
並
に

其
教

具
を

論

ず
+

(

大
正

十

二
竿
)

■

は

委

付
の

構
成
條
件

と

教
典
と

を

研

究
し

た

唯

｢

町

史

叡
で

博
士
の

＼

畢
位
論

文
で

も

あ

る
｡

.
｢

海
上

保
険
研

究
+

(

大
正

十
二

年
)

､

｢

藤
本

保
険
論

叢
+

(

昭

和
二

年
)

､

｢

海
上

保
険
特
殊
問
題
+

(

昭

和

十
三

年
)

は

何
れ

も

論

文
集
で

あ

る
｡

涛
上

備
陰
金

髄
を

扱
っ

た

も
Ⅶ

と

し

て

古
く
ほ

｢

海

上

保

険
綱
要
+

(

大
正

十
三

年
)

一
が

あ

る

が
､

｢

海

上

一

保
険
+

(

昭

和

五

年
)

は

初

版
以

凍
八

版
を

重

ね
て

｢

新
訂

海
上

保

㌧

瞼
論

十
(

十
二

年
)

と

な

り
､

更
に

｢

特
上

保
険
+

(

十
八

年
､

二

十

.

六

年
)

と

し
て

今

倫
海
上

保
険
の

知

識
の

普
及
に

寄
興
し

て

い

る

こ

と

ほ

特
筆
に

催
す
る

｡

｢

藤
本
博
士

還

暦
耽

賀
論
文

集
+

(

昭

和

′
十

八

年
)

は

第
一

部
保
険

､

第
二

部
統
計

及
び

脛
痺
よ

り

成
る

が
､

第
一

部
に

ほ

主

な

る

保
険
尊
者
馨
つ

て

そ

の

研

究
を

寄
せ

､

一
一

橋

■
保
険
拳
の

庵
溌
を

堅

侍
育
成
さ

れ
.
た

博
士
の

座
右
に

献
呈
し
で

い

る
｡

其
他

､

岩
田

蕗
六

儒
簡
の

奮
著
｢

政
定
海
上

保
険
論
+

(

大

正

十

▲..

三

年
)

､

粗
名

望
郎
教

授
者
｢

璧
保

険
概
論
+

(

昭

芋
年

)

､

■

乃

同

｢

海
上

保
険
論
+

(

昭

和

十
三

年
)

､

久

洲

武
三

教
授
著
｢

海
上

保

g
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〆

､
拘

一

橋

漁

業

弟
三

十
田

巻

尊
四

裁

驚

帝
版
忙

藩

い

て

も

博
士
の

理

論

梼
題
は

香
著
と

襲
り

布
く

有

望
南
門
か

■
ら

嵐
立
っ

て

い

る

が
､

内
外
の

攻
厳
針

渉
猟
し
て

博

引
穿
詮

､

し

か

も

骨

螢
に

首
り

､

過

去
の

串
間
的
成
果
を

よ

く
一

巻
に

収
め
■､

宛
ら

､

海
上

保
険
に

閲
す
る

諸

研
究
の

百

花
爛
燵
た

る
⊥

大
圏
檜
を

思

わ
せ

る
｡

そ

の

他
､

明

治

大

草
教

授
鳳
声

禰
三

次

氏
に

ほ

｢

海

上

保
険
燈

系
+

(

危
険
･

因

果
･

畢
贋
算
-
吼

和

犬

年
､

被
保

険

者
の

碍
保

義
酪

篇

-
同
年

､

填
補
傾
件

欝
1
十

年
)

と

題
す
る
こ

連
の

著
作
が

ぁ

り
1

文

＼

著
書
こ

そ

な

い

が
､

瀬
戸
大
単
数

殴
北

村
五

胡
氏
は

｢

被
保
健
利

金
の

客
親
任
+

(

国
民

無
敵
雑
誌

昭

和
八

年

†
ニ

月
教
)

､

｢

保

険
の

目

的
と

被
保

険
利
益
の

異
同
+

(

同

九
年
三

月

凍
)

な

ど

秀
れ
.
え

簡
文

を

費
表
㌢

れ
､

斯
畢
の

向
上
に

寄
興
さ

れ

る

研
が

多
か
っ

た
｡

三

商

業
車
的
海

上

保
険
論
が

こ

の

よ

う
に

昇
華
す
る

に

は
､

も

と

よ

り

こ

れ

ら

の

人
々

に

よ
り

厳
し

い

串
間
的

反

省
が

あ
っ

た

の

だ

が
､

他

方
､

こ

れ

ら

の

人
々

に

大
き

な

影
響
を

輿
え

た

人

と

し
て

.

青
山

衆
司

博
士
の

名
を

逸
し
て

は

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

本

故
に

お

い

て

も

南

緯
の

分
野
で

､

商

法

尊
者
と

し

て

の

青
山

博
士
に

鯛

れ

ら

れ

て

い

る

と

思

う

が
､

■
わ

れ

わ
れ

も

→

保
険
契
約
法

を

し
て

(

1 3
)

わ

が

畢
界
を

世

界
的

水

準
に

引
き

上

げ
ら

れ

た
+

博
士

を

息

出
さ

恕

け
れ

ぼ

な

ら

な
い

｡

博
士

ほ

人

も

知
る

保
険
単
著

､

商

法

単
著

志
田

新

太

郎
博
士
の

令
弟
で

､
一

志
田

博
士
が

大

正

八

年
安
田

生

命

の

取
締

役
に

就
任

さ

れ
■て
+

時
一

椿
を

去
ら

れ

た

あ

と
､

東

京
高

商
､

東
京
商

大

教
授
と

し

て

専
ら

商

法

を

講

義
さ

れ

た
｡

し

か

し
､

博
士

ほ

商

迭
の

中
で

馬
油

味
な

保
険
契
約
法
の

本

格
的

開
拓

に
､

生

衆
の

研

究
炉
と

詮
索
癖
と
を

以
て

精
進
さ

れ

た
｡

博
士
の

単
位
論

文

｢

保

険
契
約
論
+

(

大

正
六

年
)

は

上

巻
だ

け
で

下

巻
は

出

ず
､

損

害
保

険
法
の

絶
論

迄
で

経
っ

.

て

い

る

が
､

｢

賢
に

世
界
的

(

1 4
)

.･

名

著
と
い

う

も
過

言
で

は
あ

る

ま
い
+

｡

博
士

ほ

そ
の

後
現

代
■
法

畢
全

集
に

｢

保
険
契
約
迭
+

(

昭

和

四

年
)

を

執

筆
さ

れ
､

保
険
法

を

鰻
系
づ

け
ら

れ

た

が
､

こ

れ

に

ほ

｢

保
険

契
約

法

研

究
+

(

昭

和

十

四

年
､

釆
谷

博
士

縮
)

.と
い

う

個
別

研

究
の

裏
打
ち
が

な

さ

れ

(

1 5
)

て

お

鞍
､

今
で

も

保
険
韓
の

最
高
水

準
を

も
つ

著
述
で

あ

る
?

こ

う
い

う

背
景
の

下
で

､

一

橋
の

海
上

保
険
研

究
者
が

博
士
の

影

響
を

受
け
た

こ

と

ほ

首
然
で

あ

り
､

幸
い

で

あ
っ

た
｡

博
士
の

還

暦
を

記

念
し

て
､

先
生

と
の

関
係
特
に

湧
か

■ら

ぬ

同

畢
の

人
々

の

手
に

よ

り

. ｢

商

法

及
び

保

険
の

研

究
+

(

昭
和

未
年
)

が

刊
行
さ

3 7 苫



れ
､

藤
本

､

加

藤
博
士

な

ど

も

執

筆
さ

れ

て

い

る

が
､

前
述
の

如

く
､

後
に

加

藤
博
士

は

青
山

博
士
の

研
究
を

更
に

進
め

て

被
保
険

利
益

を
中
心

と

す
る

損

害
保

険
港

を

特
に

海

上

保
険
の

分
野
で

展

■

閲
さ

れ
､

今

村

博
士

ば

青
山

博
士

直

侍
の

本

格
的

研

究
を

蟄
表
さ

■
れ

て
.い

る
｡

村

漱
博
士

に

よ

り

世

界
的

規

模
で

吸

収
さ

れ

た

わ
.
が

｢

困
の

海
上

保
険
の

研

究
が

､

青
山

博
士

を

媒

介
と

し
､

加

藤
､

今

村

両

博
士
に

よ
り

世
界
的
水

準
の

密
度
と

高

廣
を

持
つ

に

至
っ

た

と

小

っ

て

も
､

筆
者
の

濁
断
で

ほ
あ

る

ま
い

｡

. .
な

お
一

橋
に

お

け
る

青
山

博
士
の

後
楷
老
ほ

米
谷

降
三

博
士
で

あ

る
｡

た

ゞ

青
山

博
士

が

南

緯
の

中
で

も

保
険
契
約
韓
に

専
念
さ

れ

た
の

に

反
し

て
､

米
谷

博
士

は

眞
向
か

ら

商

韓
一

般
せ

取

組
み

∴

企

業
法
の

鰹
系
化
を

企

て

ヰ

れ
､

青
山

博
士

が

立

と
■

し
て

保
険
奥

約
法
と

し
で

の

保
険
迭
を

封
象
と

さ

れ

る

の

反

し
て

､

米
谷
博
士

は

保
険
港

と

し
て

菓
港

､

勢
約

津
の

両
者
を

把
撞
さ

れ
､

青
山

博

士

が

膏
次
に

属
し
主

観
主

義
的
契
約
論
の

立

場
で

あ
･･
る

の

に

反

し
､

米
谷

博
士

は

新
次
の

立

場
か

ら

客
観
主

義
的
に

理

解
さ

れ

て

や

る
｡

.
保
険
港
に
■
閲
す
る

も
の

と

し
て

は

｢

商

港
一

姫
に

於

け

る

傑
除
法
の

地

位
+

(

保

険
重
雄
誌
三

三
〈

義
)

､

｢

新
彿
蘭
西
保
険
契
約

∵

甥

韓
の

制
定
+

(

聖
二

嘉
)

､

｢

瓜

鼠
制

度
+

. (

祝
事
保

芸
座

空
合

保

険

革
(

二

)
′

所

牧
)

な

ど
の

論

文
が

あ

る
1

他
に

博
士

述

｢

保
険
法
へ

の

道
+

(

昭

和
二

十
五

年
)

ほ
一

部
に

限

定
顔
布
さ

れ

た

入

門

書
で

濁

り
､

且

小

冊

子
で

ほ
あ

る

が
､

斬
ら

し
い

感
覚
を

以
て

亭
か

れ

た

極
め

て

密
度
の

高
い

手

引
き

で
､

か

の

呂
つ

軍
】

C
O

m

笥
邑

i

O

計
-

賢

旨
巴

監

溝
弓
p
N

㌢
｡

∵
胃

臣
日
｡

こ
巴
示

に

労
驚
た
る

も
の

が

あ

る
｡

名

著
｢

約
款
法
の

理

論
+

(

昭

和
二

十

九

年
)

■
が

保

険
約

款
を

中
心

と

す
る

約
款
港
の

研

究
で

あ

る

こ

と

は

周
知
の

通
り

で

あ

る
｡

し

か

し

今

や

鳳
士

も

既
に

一

橋
を

去

ら

れ
､

青
山

博
士
の

衣

鉢
が

断
た

れ

た

ま
ゝ

で

あ

る

こ

と

ほ

魂
念
で

あ

る
｡

わ

が

国
に

お

け

る

火

災
保
険
論
む

や

ほ

り

村
瀬
博
士
の

｢

火

災

ノ

保

険
静
養
要
領
+

を

臥

て

嗜
矢

と

し
､

先
生
の

指
導
を

受
け
ら

れ

た

人

乍
に

よ
っ

で

畢
間
的

研

究
が

な

さ

れ

て

き

た
｡

就
中

､

元

締

戸
大
草
教
授
商

畢
博
士

瀧
谷

善
一

先
生

を

摩
げ

な

け

れ

ぼ

太

ら

な

い
｡

博
士

は

明

治
四

十
一

年
東
京
高
商

卒

業
後
直
ち
に

神

戸
高
商

講
師
と

し
て

碑
せ

ら

れ
､

そ

の

後
昭

和

十
七

年
ま
で

引
頼
き

神

戸

高
商

･

神
戸
商

大
の

教
授
と

し
て

保
険
論

､

火

災
保
険
論

､

･
商

業

政

策
を

講
じ

ら

れ

た
､

保
険
畢
の

泰
斗
で

あ

り
､

■と
り

わ

け

火

災
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｢ あ て に 論 研1 ･･-･

勺

▼享

■ミ 宅′
_二′雫三､÷.ご

7 ′
上

■
二､石

､
一

一孟:･＼-
究 お け は 性 た -

-

-
､頚

ヰご≡‾■
-､

ヽ ご空
皇軍

よ
皇

く

二′

二1 旨っ

′∴
′

b

音

ー き‾
一ナ■･

一 こ漆芸
八 保 禾 の で が

に ほ 究 い 博 芋■′こJ琵

に 開 単 に で_ 士 .て

_.
n

致 す 界 侯 あ 自
二
二享箋

'

与

､_､
‾ネ

.
▲

竜一

さ は て 大 そ の
I

､

こ
千

讃
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た

｢

保
険
契
約
港
通
論
+

(

昭

和

十

九
年
)

が

あ

る
｡

こ

れ

ら

火

災
保
険
の

文

献
ほ

､

箕
際
上
の

必

要
か

ら
､

契
約
論

､

脛
督
論

､

料
率
論
を

含
ん
で

い

る

が

拳
闘
的
に

は

本
来
別

個
の

狗

宜
し

た

も
の

で

ぁ

る

こ

と

勿
論
で

あ

る
｡

従
っ

.
て

特
殊
研

究
が

要

翠
さ

れ

る

わ

け

で

あ

る

が
､

契
約
静

､

脛
螢
論

は

火

災
保

健
猫
特

価

分
野
は

少

く
､

損
害
保

険
金

鰹
に

共

通
た

も
の
･
が

多
い

｡

開
拓

さ

る
べ

き

ほ

料
率
論
で

洩
る

か
､

今

後
ほ

自
然

科

畢
の

基
礎
を

有

す
る

者
の

出
現

を

待
た

な

け
れ

ぼ
､

一

段
の

飛

躍
は

期
待
さ

れ

な

い

で

あ

ろ

う
｡

以
上

､

わ

れ

わ

れ

は
､

墟
め
て

概
括

的
で

は
あ

る

が
､

一

橋
に

お

け
る

損
害
保

険
論
の

侍
統
を

跡
づ

け

て
み

た
｡

そ

れ

は

同

時
に

.
わ
が

国
に

お

け

る

損

害
保

険
論
の

歴

史
と
い

っ

て

も

よ

か
っ

た
｡

そ

れ

に

牡
､

第
一

■
に

､

海
上

保
険

､

火

災
保
険
の

講
義
が

は
じ

め

(

1 7
)

て
一

橋
で

静
か

れ

た

と

で
っ

意

味
も

あ
っ

た
｡

東
大
で

は

明

治
四

十
三

年
に

至
っ

て
､

そ

れ

も

保
険
畢
が

開
講
j

れ

た
｡

最
初
の

講

潔

■
.

紺

稲
畑
醐

絹
如
…

附
加

㍍
い

=

パ
仰

飢
帥

緋
い

醐

(

旭
)

∵

濾

車
重
.

〔
ニ

∵

東
大
に

開

設
さ

れ

た

が

こ

れ

ほ

生

命
保

険
従
業
者
の

た
■
め

の

特
別

教

育
を

目

的

と

し

革
も
の

で

あ
っ

溌
｡

其
頃
に

は
一

橋
で

は

所

謂

(

1 9
)

｢

三

簡
+

､

村
瀬
博
士
が

海

上

保
険

､

火

災
保
険
を

､

志
田

博
士

が

(

加
)

保

険
法
を

､

そ

し

て

粟
津

博
士

が

保
険
畢
を

講
じ
･
て

居
ら

れ

た
｡

第
二

に
､

そ

れ

に

儀
一

棒
が

常
に

畢
界
の

最
先

端
を

却
っ

て

い
■
た

と
い

う
意

味
も

あ
っ

た
｡

.
村
瀬

､

藤
本

､

加

藤
博
士

と

緯
い

た
一

億
.
は

斯
畢
の

先

導
的

地

位
に

あ
っ

･
た

｡

第
三

に
､

涛
上

保
険

､

火

災
保
険
の

秀
れ

た

る

研

究
者
は

殆
ど

一

橋
出

身
者
に

よ
っ

て

占

め

ら

れ

七

い

た
と
い

う
こ

と

を

も

意
味
し

た
｡

今
村

､

膠
呂

､

､
廟
谷

､

自
杉
博
士

な

ど

政
審
に

追
な

い
｡

戦
後
い

ち

早
く
｢

海

上

保
険
研

究
+

三

食
(

昭

和
二

十
四

年

-
二

十
五

年
)

を

せ
に

問

わ

れ
､

.
畢
界

に
一

大

衝
動
を

輿
え

ら

れ
■
た

､

英
国
海
上

保

険
法
の

権
威
早
大

■
教

授
葛
城
頗
三

博
士

ほ
､

一

橋
出

身
に

非
ざ
る

唯
一

の

尊
者
と

思

わ

れ

る

が
､

じ
つ

は
昭

和
二

年
よ

り

同

十

九

年
ま
で

早
大
の

講
師

を

さ

れ

た

本
尊

出

身
倉
田

氏
の

薫
陶
を

受
け

ら

れ

た

方
で

あ
る

｡

最
後
に

､

一

橋
の

倖
溌
ほ

､

.
わ

が

国
の

損
害
保
険
論

､

と

り

わ

け

海
上

保
険
論
の

長
所
で

む

あ

り

短
所
で

も

あ

つ

た
｡

十
三
･

四

世

紀
に

瀕
を

饗
す

る

海

上

保

険
を

十
九

世
紀
の

末

葉
ほ

じ

め
て
･
移

入

し
た

に

も
拘
ら

ず
､

急
速
に

今
日

道

教
展
レ
た

わ

が

囲
わ

賢
際

3 ∂J



7 8

一

■

唐

絵

叢

弟
三

十

四

番

弟
四

密

界
の

必
罫
に

十

分
答
え

る

潔

け
の

初
究
成
果
を

上

げ

る

こ

と
が

で

き

た
｡

し
か

し
L

首

冒
已
d

-

巴
t

t

O
り

〉

巴
官
き
班

2
日
の

き
ー

な

ど

の

著
書
を

引
用

す
る

ま
で

も

な

く
､

せ

界
に

お

け
る

海
上

傑
瞼
の

名
著
が

轟
く

洗

浄
尊
者
の

手
に

よ

つ

て

書
か

れ

て

い

る

の

に

反

し

て
､

わ

が

国
で

は
一

､

橋
出

身
の

商

畢

±
に

よ
っ

て

研

究
さ

れ

て

せ

た
.
七
い

う

事
膏
を

看
過

し

て

ほ

な

ら

な
い

｡

海
上

保

険
法
の

研

究

が

海

上

保
険
論
の

す
べ

て

で

は

な
い

と
い

う
理

由
も

あ

る

し
､

わ

が

国
の

商

法

尊
者
が

海
上

保

険
洪
の

深
い

研

究
ま
で

は

手

が

回

り

か

ね
た

と
い

う

事
情
も

あ

る
り

そ

咋
に

し
て

.
も

､

も

し

海
上

保

険

論
の

圭

髄
が

海
上

保
険
法
で

あ

る

と

す
る

な

ら

ば
､

商

率
土
の

法

律
論
と

し
て

軽
視
さ

れ

た

と

し
て

も

詮
方
な

い

で

あ

ろ

う
｡

諸

先

達
が

港

律
論

･

経
臍
論

･

技
術
論
を

彿
倒
さ

れ

た

苦
衷
ほ

察
す
る

に

散
り

あ

る
｡

漸
く
わ

餅

圃
で

も

東
北
大
畢
教
授
小

町

谷

操
三

博

士

著
｢

海
上

保

険

法
+
∵

(

絶
静

丁
ニ

､

各

静
一

-
未
完

､

昭

滴
二

十
入

年

以

降
)

な

ど
､

商

法

単
著
に

よ
■

る

研

究
が

芽
生
え

つ

つ

あ

る
｡

一
一

橋
の

海
上

保

険
翰
の

倖
溌
も
･
今

ゃ

重

大
な

岐

路
に

直

面
し

た

と
い

わ

ざ

る

を

得
な
■

い
｡

そ

れ

ほ
そ

う
と

し

て
､

見
場

角
こ

う

し
た

意
味
を

持

三
橋
の

損
審
保
険
論
は

､

大

正

か

ら

昭

和
に

か

け
て

一

途
に

蟄
展
し

､

第

二

次
大

戦
前
に

お

い

て

ほ

眈
紅

爛
熟
の

域
に

達
し

て

い

た
｡

し

か

る

に

戟
季
の

重

墜
ほ

傲
り

に

激
し
か

.っ

た
｡

戟
尊
に

直

凄

寄
興
し

な
い

と
い

う

名
目

で
､

斯

畢
ほ

各
大

串
高
商
の

講
座
か

ら

清
え

て

行
き

､

研

究
活

動
も

自
ら

中
止

さ

れ

る

の

ヤ

む

な

き

に

至
っ

ノ
た

｡

新
ら

し
い

攻

単
著
の

出

現

ほ

期
待
し

得
べ

く
も

な
■
か
っ

た
｡

終
戦

と
な

っ

て

針

引

続
い

た

長
い

間
の

世
界
市
場
か

ら

の

隔
轟
は

､

新

畢
へ

の

闊
心

を

決
し
て

そ

そ

ら

な
か

. っ

た
｡

こ

う

し
て

生

じ

た

研

究
者
の

断
層
ほ

想
像
に

絶
す
る

も
の

が

あ
･
る

｡

こ

の

巷
自
は

早

急

に

う

め

ら

れ

そ

う
に
､
滝

思
え

夜
い

｡

村
瀬
博
士

よ
り

六

十

飴
年

､

せ

界
的
地

位
迄

到

達
し

た
､

わ

が

国
の

､

と

り

も

な

お

さ

ず
一

.
橋

の
､

損
害
保

険
論
の

成
果
も

､

や

が

て

歯
底
深
く
し

ま
■

ゎ

れ

て
､

逆
に

死

齢
を

数
え

ら

れ

る

運

命
に

あ
一
る

の

で

あ
■
ろ

う
か

｡

未
だ

少

壮
の

身
だ
っ

た

｢

三

簡
+

が

轡
を

並
べ

て

教
壇
に

立
た

れ
､

一

橋

の

風
格
を

天

下
に

示

さ

れ

た

明

治
め

末
葉
を

､

わ
れ

わ
れ

は
再

び

息

出

し
て

み

る

の
■
で

あ

る
｡

も

と

よ
り

､

斯
畢
が

そ

の

存
奄
債

値

を

失
つ

た

も
の

潔

と

す
れ

ぼ
､

わ
れ

わ

れ

の

欺
き

も

刻
舟
膠

桂
の

誹
を

発
れ

な

い

で

あ

ろ

う
｡

封
象
と

し
て

の

保
険
は

戦
後
大
き

く

欒
貌
し
っ

.つ

あ

る

の

だ

が
｡

(

1
)

藤
本

幸

太

郎
･

村
瀬

春
碓

博
士
の

片
影

-
保

険

草
薙
誌

復

刊

3∂2



押

第
四

教

-
-

〇

九

貫
｡

,

(

2
)

村

漸
保

険

全

集
序

｡

･

(

3
)

■
閃
P
t

｡
〉

吋
エ

■
守
O

p
e
り
t
u

こ
日
払

亡

岩
ロ
n

e
}

A

∽

ロ

ヨ
e

叫

0

:
声

告
丁

旨
ロ
n

e

′

哲
i

O

冒
e

i

ロ

勺
○

賢
司

賀

甘
p

中
ロ

}

-

p

p

戸
口

払

已

昌
富

野
?

ま
雪
司

(

哲
0

き
邑
n

琵
0

㌢
0
)

宅
ケ

+
一

(

4
)

粟

津
帝

革
･

華

西

俗

談

希
七

巷

八

〇

貫

以
下

｡

(

5
)

加

藤
由

作
･

村
瀬
先
生
の

追

憶

+
蒜
新
開
凋

和
二

年

三

月

七
日

凍

所

載
｡

な
お

マ

ー

ネ
ス

博
史
の

蔵
書
は

博

士
が

ド

イ

ツ

を

去

る

に

際

し

て

整
理

分

課
さ

れ
､

約
二

千

舟
が

月

本
生

命
保
険

合

祀

に
マ

ー

ネ
ス

文

庫
と

し

て

所

蔵
さ

れ
て

い

る
っ

生

命
保

険

文

化

研

究

屏
･

エ

ー

レ

ン

ベ

ル

ヒ

文

庫
､

マ

r

ネ
ス

文

庫
日

銀
(

昭

和
三

十

年
)

参
照

｡

(

6
)

藤
本

･

海
上

保

険
綱

要
一

貫
｡

㌍
舶

馴
絹

㌍
鯛

鮎
憎
約
醐
附

和
の

莱

芸

土
H

八

四

.■=

貫
｡

}

(

9
)

加

藤
･

葦
･

今
村

琴
海
上

保

険

奥
約

論

-
表

裏
第
三

春

希
四

戟

-
八

八

貫
｡

ヽ

(

1 0
)

今

村

有
･

海
上

保

険
契
約

静
上

巻

啓
｡

(

1 1
)

加
藤

･

扱
者
保

険

韓
の

展

開

-
損

音
保

険
所

究
希
十

二
軍
第

一

凍

-
三

貫

以

下
｡

(

望

膵

眉
胤

･

海
上

保

飴

絶

籠

-
損

害
保

便

賓
客

講
座

第
三

巷

-

-
二

貫
｡

(

1 3
)

米
谷

隆
三

･

青
山

衆

司

博
士

を

憶

う

ー
保

険

単
発
誌

復

刊

第

五

凍

-
-

〇

六

貫
｡

(

1 4
)

同
⊥

〇
七

貫
｡

■

(

1 5
)

田

中

璽
一

博

士
の

批

評

!
･

一

橋
大

草
創
立
七

十
五

周

年

記

念

論

集
五

〇
一

貫
｡

･

(

"

C

白

砂
三

郎
･

瀧

谷

善
一

先
生

を

憶
う

ー
保

険
草
薙
誌

第
三

八

七

凍

-
一

つ
七

貫
｡

(

1 7
)

C
f

･

H
か

m
p

昆
)

つ

g
0

3 .

①

e
t

召
p

g
吉

倉
∽

P

芸

宍
戸
口

語
抄

t
e

3
e

監

3
∽

こ
〉

勺
P

ユ
∽

-

-

㌶
仲

-

ワ

$
N

.

(

1 8
)

東

京
帝
国
大

草
療
清
孝
部
保

険

済

習
創
設

三

十

五

周

年

記

念
観

賀
骨
組

要

(

昭
和

十

七

年
)

蓼
席

｡

(

1 9
)

粟

津
･

前

掲
書
八

〇

貫
｡

(

2 0
)

釆

津
博

士

は

明

治
三

十
五

年

十

月
か

ら

三

十

七

年

七

月

造

高
等

商
業

畢
校
の

講
師

と

し

て
一
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